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[緒言] 

 分子周辺に大きく広がった超原子分子軌道（Superatom molecular orbitals, SAMOs)は、固体状態

において非局在化した軌道を形成できるため大きく注目されている。しかし SAMO は通常真空準

位付近に存在するが、応用のためにはそのエネルギーの安定化が必要である。Li 内包 C60 (Li@C60)
では SAMO のエネルギーが安定化できることが予言されていたことから、我々はこれまで Li@C60
の単分子層を作製し、その電子状態解析を行ってきた[1, 2]。Li@C60の単分子層では Pz-SAMO が

自由電子的なバンドを形成していることが直接観察された（図１[2]）が、そのエネルギーはまだ

高かった。C60に比べ、C70では SAMO エネルギーが 0.2 eV ほど低下することが理論的に予想され

てきたが[3]、分子膜の SAMO は吸着状態に強く依存するため、実験的検証が必要である。 
[実験] 

Li@C70は、上野らによりプラズマシャワー法で合成され、Li@C60[NTF2]塩として単離されたも

のを用いた。Li@C70単分子層は、Li@C60[NTF2]塩を真空蒸着により行った。基板には C70と強く

結合する Cu(111)を用い、均一な単分子層の作製をめざした。 
[結果と考察] 

Fig. 1 に、Li@C60[NTF2]塩から作製した Li@C60薄膜の STM 像を⽰す。それぞれ三種類のバイ
アス電圧で取得したものであり、(a)は Li@C60 の LUMO+1、(b)は Li@C60 の s-SAMO、(c)は
Li@C60の pz-SAMO を主に画像化している。単分⼦層は Li@C60と Li が脱離した C60の⼆種類の
分⼦からなり、(c)によると Li@C60 の pz-SAMO が⾮局在化しており、⾃由電⼦的バンドを形成
していることがわかる。 

Fig. 2 は、同様の条件で Li@C70[NTF2]塩から作製した Li@C70薄膜の⾮占有状態の STM 像であ
る。Li@C60 の場合とは異なり、2 種類以上の分⼦が存在していることがわかった。これは Li@C70
の吸着状態が複数存在することによると思われるが、講演ではその詳細を議論したい。 
  

 

  

 
 

 
   Fig.1 Bias-dependent STM image of Li@C60 monolayer                Fig.2 STM image of Li@C70 monolayer  
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